
  大麻(堀江)地区 地域福祉活動計画・・  

 

１．地区の概要                           

地区人口 ５，０４４人 民生委員児童委員 １５人 

６５歳以上人口 １，９４６人 
幼稚園・保育所 

認定こども園 
２か所 

高齢化率 ３８．６％ 小・中学校 ３校 

年少者(０～14 歳)人口 ４６９人 令和４年３月３１日現在 

人口の増加 △７．２ﾎﾟｲﾝﾄ 

鳴門市全体の数値 

△６．８ﾎﾟｲﾝﾄ 

６５歳以上人口の増加 ０．８ﾎﾟｲﾝﾄ ２．６ﾎﾟｲﾝﾄ 

年少者人口の増加 △１０．３ﾎﾟｲﾝﾄ △１５．３ﾎﾟｲﾝﾄ 

高齢化率の増加 ３．１ﾎﾟｲﾝﾄ ３．３ﾎﾟｲﾝﾄ 

※ 数値は平成３０年から令和４年までの間の増減を表しています。 

 

２．地区の現状と課題（地域座談会で出た意見などをまとめています。）        

●市街化調整区域が多く、新しい人が入ってこられない。 

●若い世代に町内会など地域団体の必要性を理解してもらえない。 

●老人クラブへの入会者が減少し、活動が衰退してきている。 

〇防災のための活動には親子で参加してくれている。 

〇地域の方の協力により、小学校と幼稚園での芋ほり体験を行っている。 

〇公民館でのいきいき百歳体操が盛んに行われており、高齢者の交流の場になっている。 
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３．地区で取り組むこと                       

 若い世代への地域活動への参加促進・  

１．若い世代が参加する防災訓練などをとおして地域活動に関する周知を行い、参加への 

 きっかけづくりをしていく。 

２．地域活動の団体が学校行事に参加して交流を深め、学校などを通じた接点を持てるよう 

に活動していく。 

 

 高齢者や障がいのある方とのつながりを深めていく・  

１．公民館で行っている障がい者施設利用者との交流活動を続けていくことで、相互理解を 

深めていく。 

２．いきいきサロン活動との連携により地域活動を多くの人に知ってもらい、お互いに協力 

しあえる関係づくりに取り組んでいく。 

 

 困りごと解決に向けたネットワークづくり・  

１．心配ごと相談所事業の利用者がすばやく問題解決に向けて行動できるよう、市社協や市 

との連絡を密にとっていく。 

２．買い物や外出について、隣人への声掛けによる個人的な支援などの小さな「互助」から 

始め、必要に応じて規模を拡大していく。（社協の公用車の活用など） 
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